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本巣市議会だよりは議会ホームページ
からもご覧いただけます。

行政情報アプリ「マチイロ」
スマホやタブレットにアプリで
議会だよりをお届けします。

坂下　裕久 堀田　靖則 翠　   昭博 髙橋　知子

瀬川　照司 飯尾　龍也 片岡　孝一 髙橋　時男

澤村　均 髙橋　勇樹 今枝　和子 髙田　浩視

河村　志信 鍔本　規之 臼井　悦子 大西　德三郎
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こ
の
度
、
議
員
各
位
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、

公
正
で
透
明
性
の
高
い
議
会
運
営
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
巣
市
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
責
任

を
持
ち
、
活
発
な
議
論
を
通
じ
て
よ
り
良
い
結
論
を
導
き
出
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
市
民
の
声
を
尊
重
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
議
長
を
お
支
え
す
る
と
と
も
に
、
本
巣
市

の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
議
会
の
一
層
の
活
性
化
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
子
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
は
、
次
世
代
の
健
全
な
育
成
に
と
ど

ま
ら
ず
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
、
中
小
企
業
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
行
政
と
連
携
を
図
り
、
誰
も
が
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
　

　
今
枝
　
和
子

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

議員集合写真

●正副議長あいさつ●

副
議
長
　

　
髙
橋
　
勇
樹

「
子
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」の
実
現
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●新たな議会構成決まる●

本巣市議会構成名簿
区分

正
副
議
長

監
査

議
会
運
営

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

広
域

区分 職　名 氏　名 備　考

区分 名　称 委員長 副委員長 委　　員 備　考

備　考

備　考

備　考

定数

委員長 副委員長定数

委員長 副委員長 委　　員

委　　員

定数

区分 名　称

名　称

議　　員定数名　称

区分

区分

職　名 氏　名 備　考

R7.10.10就任

R7.10.10就任

R7.10.10就任

R7.10.10就任

R7.10.10就任

R7.10.10就任
(任期1年)

議 　 　 長

副 議 長

今 枝 　 和 子

髙 橋 　 勇 樹

監 査 委 員

議会運営委員会

髙 橋 　 時 男

臼井　悦子 髙田　浩視 鍔本　規之 澤村　　均 髙橋　時男5

R7.10.10就任
(任期1年)

予 算 決 算
※予算・決算に関する議
　案を審議

※総務部・企画部・産業経
　済部・都市建設部・水道
　環境部等に関する議
　案を審議

※市民部・健康福祉部・教
　育委員会等に関する
　議案を審議

髙田　浩視 澤村　　均

澤村　　均 片岡　孝一

河村　志信 髙橋　知子

大西德三郎

河村　志信

片岡　孝一

髙橋　知子

坂下　裕久

臼井　悦子

飯尾　龍也

大西德三郎

髙橋　時男

臼井　悦子

髙橋　勇樹

飯尾　龍也

翠　　昭博

鍔本　規之

翠　　昭博

髙田　浩視

瀬川　照司

鍔本　規之

髙橋　時男

瀬川　照司

堀田　靖則

今枝　和子

堀田　靖則

髙橋　勇樹

坂下　裕久

翠　　昭博 坂下　裕久瀬川　照司

15

総 務 建 設

8

文 教 福 祉
8

髙橋　知子 髙橋　勇樹議会だより編集 5

髙橋　知子 翠　　昭博飯尾　龍也鍔本　規之 堀田　靖則もとす広域連合
議 会 議 員 5
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●議案および審議結果●

議案第46号

令和７年度本巣市一般会計補正予算（第２号）について

本巣市議会議員及び本巣市長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部を改正する条例について

議案第51号

議案第52号

令和６年度本巣市一般会計歳入歳出決算について

令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

認定第1号

令和６年度本巣市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について認定第2号

発議第8号 本巣市議会議員定数条例の一部を改正する条例について  

令　和　7　年　第　4　回　定　例　会　

市
長
提
出
議
案

議
員
提

出
議
案

予

予

予

予

議員名（議席番号順） 議
決
結
果

付
託
委
員
会議案番号・議案名等

大
西
德
三
郎

道
下
　
和
茂

臼
井
　
悦
子

鍔
本
　
規
之

河
村
　
志
信

髙
田
　
浩
視

今
枝
　
和
子

髙
橋
　
勇
樹

澤
村 

　
均

寺
町 

　
茂

髙
橋
　
時
男

片
岡
　
孝
一

飯
尾
　
龍
也

瀬
川
　
照
司

髙
橋
　
知
子

吉
村
　
知
浩

付託委員会欄の「総」は総務企画委員会、「文」は文教福祉委員会、「産」は産業建設委員会、「予」は予算決算委員会への付託を表します。

可決

可決

可決

可決

否決

可決

◎令和７年度特別会計補正予算

◎令和7年度一般会計補正予算（第２号）
主な歳入 主な歳出

…····6億8,069万円を増額し、総額210億2,537万円

● 寄附金
◇企業版ふるさと納税寄附金の新規計上………··1,080万円

● 国庫補助金
◇保護者支援及び給食の質・量を維持するための賄材料費等
　に対する交付金の増額………………………·····1,623万円

● 総務費
◇旧糸貫分庁舎解体撤去に伴う「建物解体費用算出業務委託
　料」の新規計上…………………………………··1,492万円
● 教育費
◇物価高騰に伴う「賄材料費」等の増額………··…2,044万円

◎その他の議案
○令和６年度本巣市一般会計継続費精算報告書に
ついて

○本巣市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　1,884万円を増額し、総額33億6,284万円

令和7年第4回定例会開かれる
８月１５日～９月８日、令和７年第４回定例会を開き、補正予算２件、条例関係５件、

決算認定６件、剰余金の処分２件、その他１件、議員発議３件について審議・決定しました。

本巣市職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例について 

本巣市職員の育児休業等に関する条例及び本巣市企業職員の給
与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について

本巣市市道の構造の技術的基準を定める条例
の一部を改正する条例について 
本巣市民俗資料館条例の一部を改正する条例
について
令和６年度本巣市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算について
令和６年度本巣市企業用地造成事業特別会計
歳入歳出決算について 片岡孝一議員に対する議員辞職勧告決議

令和６年度本巣市下水道事業会計剰余金の処
分について    
本巣市役所旧本庁舎の解体整備に関する決議
について    

令和６年度本巣市下水道事業会計決算について 
    

令和６年度本巣市水道事業会計剰余金の処分
について 

令和６年度本巣市水道事業会計決算について 

令　和　7　年　第　4　回　定　例　会　（全会一致で可決・認定された議案）

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

認定第 3号

認定第 4号

認定第 5号

議案第53号

認定第 6号

議案第54号

発議第 7号

発議第 9号

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

文

予

予

予

予

予

予

議案番号 議案名 議案番号 議案名 付 託
委員会

付 託
委員会

岐阜県市町村会館組合規約の変更に関する協議に
ついて

本巣市監査委員の選任について

岐阜県市町村会館組合の解散及び財産処分並びに
事務の承継等に関する協議について 議会だより編集特別委員会の設置について

令和７年度本巣市一般会計補正予算（第３号）について

岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及
び岐阜県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について 

令　和　7　年　第　5　回　臨　時　会　（全会一致で可決・認定された議案）

議案第５５号 

議案第５６号 

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号 

発議第１０号 

市
長
提
出
議
案

議
員
提

出
議
案

議案番号 議案名 議案番号 議案名
市
長
提
出
議
案
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議
員
活
動
日
誌

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
開
会
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

本
会
議（
代
表
・一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

産
業
建
設
委
員
会
協
議
会
・
予
算
決
算
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会
協
議
会
・
予
算
決
算
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会
・
予
算
決
算
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

第
２
回
西
濃
環
境
整
備
組
合
議
会
定
例
会

本
会
議（
臨
時
会
）

全
員
協
議
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合　

定
例
会  

会　

議　

名　

等

場　

所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

西
濃
環
境
整
備
組
合

本
巣
市
役
所

本
巣
市
役
所

旧
真
正
分
庁
舎

８
月
15
日（
金
）

9
月
26
日（
金
）

10
月
10
日（
金
）

日
に
ち

８
月
8
日（
金
）

８
月
19
日（
火
）

８
月
25
日（
月
）

８
月
26
日（
火
）

８
月
27
日（
水
）

８
月
28
日（
木
）

８
月
29
日（
金
）

9
月
3
日（
水
）

9
月
5
日（
金
）

9
月
8
日（
月
）

9
月
11
日（
木
）

10
月
15
日（
水
）

10
月
21
日（
火
）

●議員研修●

　片岡 孝一　髙橋 時男　河村 志信
●令和７年８月２１日　令和７年度市町村議会議員セミナー

議員定数を現在の１６人から１４人へと改正する条例に対して行われた討論の一部をご紹介します

※討論・採決の結果、この議案は否決となりました。

本巣市議会の議員定数は、合併当初
から現在の16名まで、時代の要請や
人口に合わせて議論されてきました。
本巣市の縦に長い地形や人口の偏り、
地域性を考慮すると、多くの住民意見
を反映できる現在の16名が適正だと
考えます。しかし、経済情勢や物価高
を考慮すると経費面も重要です。今後
は、特別委員会などで半年から1年か
けて議員定数のあり方を研究し、本巣
市に合った定数かどうかを議論すべき
であると考えますので、反対意見を述
べさせていただきました。

活発な議論や市民の声が損なわれる
との意見もありますが、重要なのは議
席に誰が座っているかです。意見を言
わない議員がいる現状では、議員数が
減っても議論の質は変わらないと考
えます。委員会付託の段階で議論すべ
きであり、最終的な判断が下される
今、深い議論は不要です。議員が2名
削減されても、委員会の議論は活発に
継続でき、残った議員が無我夢中で活
動すれば、市民の意見も十分に反映で
きると確信してます。以上の理由か
ら、私は賛成します。

賛成反対

「発議第８号 本巣市議会議員定数条例の
一部を改正する条例」の討論内容

ほか、反対討論３件 ほか、賛成討論２件
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○令和７年度本巣市一般会計補正予算（第１号）について
主な質疑の内容

Ｑ：糸貫体育センターは解体の計画に入っていないが、どのような計画か
Ａ：今のところ不具合がないので、現状で使っていけるという判断です。
Ｑ：糸貫公民館の移転先はどこを考えているか
Ａ：ぬくもりの里へ移転する計画で教育委員会と調整してます。
Ｑ：企業版ふるさと納税寄附金の事業用途の計画は
Ａ：子育て支援については、出産祝い金と福祉医療助成金に、魅力あふれるふるさとづくりに関しては、
市民活動助成金全般に充当します。

Ｑ：市外認定こども園利用者の増加に伴う増額とあるが、どの程度の増加か
Ａ：当初の見込みに対して、２施設で２人の増加がありました。

○令和６年度本巣市一般会計歳入歳出決算について
Ｑ：整備された公園を維持するため、数を限定することを検討しているか
Ａ：基準に沿った点検をしてますが、使用できない遊具は統廃合などをしていけたらと考えてます。
Ｑ：景観計画見直し事業の入札率が９０％を大きく下回ることとなった原因は
Ａ：成果の質の低下が懸念されるため、市が要求する水準に持っていけるよう指示してます。
Ｑ：ストックヤードの渋滞解消について対策は
Ａ：分散利用の広報に努めてます。また東海環状自動車道高架下の有効な利用方法があれば検討した
いと考えてます。

Ｑ：ニホンジカ個体数調整捕獲事業で、当初予定する捕獲量を捕獲できなかった要因は
Ａ：本事業は県の事業ですが、県の補助枠が減少したため、その枠内での捕獲数ということです。
Ｑ：庁舎整備事業の外構舗装工事で大きな不用額が出ているが、どのような積算で行ったか
Ａ：入札時の差額が出た事もありますが、継続費の場合、繰り越し額をそのまま持ち越すため最終年度
である令和６年度に大きな不用額が生じたという現状です。

Ｑ：事務事業評価の件数が前年度に比べ、かなり多くなったがなぜか
Ａ：新規事業開始から３年目の事業を主に行ってきましたが、６年度は全事業の総点検を行いました。
Ｑ：奨学金返還支援事業で、条件つきで国の特別交付税措置を受けられる事業を活用する考えは
Ａ：活用できるものであれば、検討していきたいと思ってます。
Ｑ：償却資産の調査は６年度は実施してないか
Ａ：６年度は５年度までの事業で得たノウハウを活かして、件数は減ったものの職員で実施しました。
Ｑ：低所得世帯支援給付金給付事業の当初見込みが過大となっているが、その要因は
Ａ：国の算定資料をもとに積算した結果、当初見込みが大きいものとなりました。

●委員会活動●

予算決算委員会

○令和６年度本巣市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について
Ｑ：不納欠損額が増加しているとの監査委員からの意見について説明を
Ａ：執行停止から３年が経過すると不納欠損にするというところで、新型コロナの流行に伴って生活困窮
等で執行停止をかけたものが６年度に大きく膨らんだ形になってます。

※議長を除く１５名

▲糸貫体育センター
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●委員会活動●

産業建設委員会協議会

○都市公園「もとまるパーク」の指定管理について
報告案件

◇報告内容：もとまるパーク指定管理事業にかかる、利用状況や事業収支などについての報告

○令和６年度本巣市水道事業会計決算について
Ｑ：有収率を上げるための施策は
Ａ：ＡＩを用いた漏水調査を新たに行い、漏水を特定した箇所について修繕を行いました。

Ｑ：ＡＩによる漏水調査の精度は
Ａ：指摘箇所の約３２％で漏水箇所を発見し、その修繕を行いました。

○令和６年度本巣市水道事業会計剰余金の処分について
Ｑ：黒字になる可能性はあるか
Ａ：７年度につきましてはもう少し赤字幅が減るものと考えてます。

○令和６年度本巣市下水道事業会計決算について
Ｑ：下水道会計の経営健全化のため、料金を上げていく考えはあるか
Ａ：まず県が進める広域化・共同化計画の実現として、下福島処理区の瑞穂市との統合などを進めてま
す。料金の値上げについては、浄化槽の料金も上がってきますので、今後検討していきます。

○令和６年度本巣市下水道事業会計剰余金の処分について
Ｑ：効率の悪い処理区を浄化槽に切り替えてもらう計画はあるか
Ａ：日当処理区では個別処理化について自治会長への説明をしたところです。

もとまるチェック

衛星画像をAI（人工知能）
で解析して漏水リスクの高
い場所を探し出すも！

◎河村　○髙橋（知）　大西　道下　鍔本　瀬川

総務企画委員会協議会

○旧庁舎の今後について
報告案件

◇報告内容：旧本庁舎及び旧真正・糸貫分庁舎の今後の方針について以下のとおり報告
　　　　　  旧本庁舎→解体含め検討　真正→今後も活用予定　糸貫→解体後の賃貸等を検討

◎髙田　○髙橋（時）　道下　髙橋（勇）　澤村　片岡

文教福祉委員会

○本巣市民俗資料館条例の一部を改正する条例について
主な質疑の内容

◇議案概要：施設の老朽化や維持管理費の増大に伴い、真正民俗資料館を廃止するもの
Ｑ：資料の移動は完了しているか。また、移動先は
Ａ：旧根尾小学校に資料の移動は完了してます。

◎今枝　○臼井　道下　寺町　飯尾　吉村

文教福祉委員会協議会

○令和6年度本巣市教育委員会事務事業の点検・評価結果報告について
報告案件
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今定例会では1つの会派から代表質問が、13人の議員から一般質問がされました。
代表質問を行った会派及び一般質問を行った議員と、その質問内容は以下のとおりです。

質問内容質問順番 議員氏名

片岡　孝一

髙橋　時男

寺町　茂

澤村　均

髙橋　勇樹

今枝　和子

髙田　浩視

河村　志信

鍔本　規之

臼井　悦子

吉村　知浩

髙橋　知子

飯尾　龍也

１　市の魅力発信と広域観光の取り組みについて
２　安全で、住みやすいまちづくりについて
３　市の未来を築く子どもたちのための取り組みについて
１　ふるさと住民登録制度（第二の住民票）創設について
２　地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）の取り組みについて
１　ふるさと学習について
２　淡墨桜について
３　クマの出没について
１　市の交通体系について
２　市内の遊休施設の活用について
３　診療所運営について
４　予測できない気候変動の対策について
１　市民スポーツプラザの今後について
２　外山小学校について
３　インクルーシブ教育について
１　児童生徒の英語力向上を目指す取り組みについて
２　災害時のコンテナレスキューホテル活用について
３　ＡＥＤの市における現状と今後の方針について
１　農業に被害を与えている害虫害獣の現状と早期の対策について
２　高齢者福祉と金融機関の連携について
３　行政のフロントヤード改革の実践について
１　広域観光・本市の観光のこれからについて
２　本市の子どもたちの通学における暑さ対策について
３　災害から誰もが生き残れる町へ
１　公共施設の将来設計と、東海環状自動車道開通後のまちづくりについて
１　民俗資料館の統合について
２　木造住宅の耐震支援について
１　こどもの権利条例１１条について
２　放課後デイサービスの決定支給量について
１　市の財政について
２　市民の金融リテラシー向上について
３　スクールバスについて
４　こどもの預かりについて
１　日本版ＤＢＳについて
２　学校の水泳授業について
３　複数団体による公共施設の集約化について

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

質問内容質問順番 会派名・議員氏名

本巣自由の会
大西　德三郎

１　新たな本巣市へ
２　本市への産業誘導について1

※太字・下線の項目は、各議員の一般質問記事にて掲載のある項目です。

●代表質問・一般質問●

代表質問

一般質問
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に立つ代表質問1会派がQA 9月定例会
&

新
た
な
総
合
計
画
の
中
で
、
市
長
の
本

巣
市
へ
の
想
い
を
ど
う
入
れ
る
か

社
会
基
盤
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
最
大
限

に
活
用
で
き
る
施
策
に
取
り
組
み
ま
す

藤
原
・
市
長

　

こ
れ
ま
で
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
、
「
住

み
続
け
た
い
ま
ち
」
へ
成
長
さ
せ
る
た
め

に
、
６
つ
の
基
本
政
策
を
掲
げ
て
、
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
長
就
任
以
来
、
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
、
東
海
環
状
自
動
車
道
・

本
巣
Ｉ
Ｃ
の
開
通
や
、
本
巣
Ｐ
Ａ
の
供
用

開
始
、
「
も
と
ま
る
パ
ー
ク
」
や
「
周
辺

道
路
の
整
備
」
、
ま
た
「
新
庁
舎
整
備
」

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
と
な
る
都
市

基
盤
の
整
備
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
ひ
と

つ
の
区
切
り
が
で
き
た
と
感
じ
て
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
都
市
基
盤
の
整
備

を
活
用
し
、引
き
続
き
、人
口
減
少
の
課
題

を
克
服
す
べ
く
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

次
期
計
画
で
あ
る
第
３
次
総
合
計
画

は
、
現
在
、
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
の
速
さ
や
市
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
前
期
５
年
・
後
期
５
年
と
し
て
い
た
計

画
期
間
を
４
年
に
見
直
し
、
さ
ら
に
重
点

施
策
を
よ
り
明
確
化
し
各
種
施
策
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
ま
す
。
特
に
、
地

大
西
德
三
郎

（
本
巣
自
由
の
会
）

方
創
生
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
雇
用

創
出
に
よ
る
地
域
活
性
化
は
、
次
期
総
合

計
画
に
お
い
て
も
重
要
な
施
策
の
中
心
に

な
る
た
め
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

産
業
誘
導
地
区
で
企
業
誘
致
に
努
め
、新

た
に
産
業
誘
導
地
区
指
定
の
取
り
組
み
は

積
極
的
な
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
ま
す

谷
口
・
副
市
長

　

本
市
の
産
業
誘
導
地
区
は
、
大
規
模
な

工
場
な
ど
の
集
積
を
促
進
す
る
た
め
に
設

定
し
て
お
り
、
東
海
環
状
自
動
車
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
良
好
な
場
所
や
既
存
企
業
の

周
辺
地
域
を
選
定
し
て
ま
す
。

　

今
後
、
産
業
誘
導
地
区
の
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
課
題
の
整
理
や
実

現
に
向
け
た
方
向
性
の
検
討
を
進
め
、
令

和
９
年
度
に
改
定
を
予
定
し
て
い
る
「
本

巣
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
反

映
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
産

業
誘
導
地
区
や
幹
線
道
路
沿
道
地
区
へ
の

立
地
を
促
進
し
、
土
地
の
有
効
活
用
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の
本
巣
Ｉ

Ｃ
か
ら
大
野
神
戸
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
開
通
に
伴

い
、
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
加
し

て
お
り
、
今
後
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道

の
開
通
に
よ
る
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
伴
う
ス
ト
ッ
ク
効
果
や
、
災
害
リ
ス

ク
が
低
い
安
全
面
な
ど
の
強
み
を
企
業
へ

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

Q
新
た
な
本
巣
市
へ

Q
本
市
へ
の
産
業
誘
導
に
つ
い
て

▲満開の淡墨桜

に立つ一般質問13人がQ 9月定例会
&A

Q
本
巣
市
の
未
来
を
築
く
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

Q
市
の
魅
力
発
信
と
広
域
観
光
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q
安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

片
岡
孝
一

　

魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
後
世
に
伝
え
る
た
め
。

11
月
に
開
催
予
定
の
東
海
環
状
自
動
車
道
本
巣

I
C
・
本
巣
P
A
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
進
捗
状
況
は

概
ね
９
月
末
頃
ま
で
に
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
確
定

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

　

市
内
外
の
多
く
の
方
に
、
本
市
の
産
業
や
文
化
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
魅
力
を
発
信
し
、
特
に
観
光
を

中
心
と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
、
市
内
の

賑
わ
い
創
出
に
繋
げ
た
い
で
す
。

　

市
民
の
一
番
大
切
な
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
市
の
取
り
組
み
は

幼
児
園
・
小
中
学
校
へ
の
訪
問
指
導
と
し
て
交
通

安
全
教
室
を
例
年
40
回
ほ
ど
実
施
し
て
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

　

昨
年
度
か
ら
交
通
安
全
協
会
本
巣
支
部
に
よ
る
研

修
が
、
北
方
自
動
車
学
校
の
協
力
に
よ
り
講
義
や
実

技
を
併
せ
た
講
習
が
実
施
さ
れ
、
昨
年
は
３
回
の
研

修
に
57
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
。

子
ど
も
の
行
動
を
理
解
す
る
た
め
の
ペ
ア
レ
ン
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
家
庭
支
援
活
動
は

親
子
の
絆
が
深
ま
り
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
家
庭
環
境

と
な
る
よ
う
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す

林
・
健
康
福
祉
部
長

QRコードから
動画が見れるも！

A1 Q1

A1 Q1

A1 Q1A1 Q1 A1 Q1

9

MOTOSU CITY ASSEMBLY REPORT本巣市議会だより
2025年11月1日発行　第88号



●一般質問●

Q
ふ
る
さ
と
学
習
に
つ
い
て

Q
市
の
交
通
体
系
に
つ
い
て

Q
市
内
の
遊
休
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

Q
淡
墨
桜
に
つ
い
て

寺
町　

茂

　

昨
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、
市
内
各
地
域
の
宝
を
、

本
巣
市
全
体
の
宝
と
捉
え
、
全
学
校
と
大
人
も
交
え

た
「
本
巣
市
ふ
る
さ
と
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
た
い

旨
の
答
弁
を
あ
り
ま
し
た
。

「
本
巣
市
ふ
る
さ
と
マ
ル
シ
ェ
」
の
開
催
は

各
学
校
で
の
学
び
を
市
民
や
多
様
な
人
々
に
伝
え

る
機
会
と
し
て
11
月
23
日
に
開
催
し
ま
す川

治
・
教
育
長

　

11
校
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や

実
演
、
作
品
展
示
、
伝
統
芸
能
の
披
露
な
ど
多
彩
な

表
現
方
法
で
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
す
。

　

高
速
道
路
開
通
、
令
和
８
年
後
半
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

レ
ビ
小
説
で
淡
墨
桜
を
愛
し
た
宇
野
千
代
さ
ん
を
描
く

番
組
の
放
映
が
決
定
し
観
光
に
有
利
と
な
り
ま
し
た
。

淡
墨
桜
を
中
心
と
し
た
観
光
推
進
へ
の
考
え
は

教
育
委
員
会
、
観
光
協
会
、
商
工
会
と
連
携
し
地

域
全
体
で
盛
り
上
げ
る
企
画
を
検
討
し
た
い

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

　

「
ブ
ラ
ッ
サ
ム
」
の
放
映
を
機
に
、
誘
客
を
図
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

※
他
に
も
質
問
し
て
ま
す
の
で
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

澤
村　

均

（
日
本
共
産
党
）

市
営
バ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
進
捗
状
況
は        

２
千
人
の
市
民
を
対
象
に
実
施
し
、
８
月
19
日
ま

で
に
８
０
０
件
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た村

澤
・
総
務
部
長

市
営
バ
ス
に
乗
ら
な
い
市
民
の
意
見
は

自
家
用
車
の
方
が
便
利
、
行
き
た
い
場
所
が
な

い
、
乗
り
た
い
時
間
に
運
行
が
な
い
な
ど
で
す

停
留
所
の
位
置
は
適
正
か

地
元
要
望
を
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

設
置
を
協
議
・
決
定
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応

現
在
の
利
用
状
況
と
路
線
別
乗
客
数
は

合
計
２
万
６
３
５
人
、
前
年
度
比
２
９
０
１
人
の

減
少
。
北
部
線
を
庁
舎
ま
で
延
伸
し
た
た
め

北
部
地
域
等
に
デ
マ
ン
ド
型
な
ど
を
含
め
た
別
の

体
系
の
構
築
は

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行
を
行
っ
て
い
る
養
父

市
や
加
賀
市
な
ど
を
参
考
に
検
討
し
た
い

管
理
費
の
か
か
っ
て
い
る
施
設
数
と
金
額
は

未
利
用
施
設
は
15
施
設
。
維
持
管
理
費
が
必
要
な

の
は
旧
西
幼
児
園
な
ど
９
施
設
で
す

村
澤
・
総
務
部
長

　

金
額
は
令
和
７
年
度
予
算
と
し
て
１
６
５
０
万
円
を

計
上
し
て
ま
す
。

民
間
活
力
を
利
用
し
、
売
却
を
含
め
た
再
開
発
へ

の
見
解
は

使
用
し
な
い
施
設
に
つ
い
て
は
売
却
な
ど
の
処
分

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
ま
す

※
他
に
診
療
所
や
気
候
変
動
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

髙
橋
時
男

（
本
巣
自
由
の
会
）

Q
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
（
第
二
の
住
民
票
）
創

設
に
つ
い
て

Q
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

関
係
人
口
に
つ
い
て
の
認
識
は

地
域
の
魅
力
向
上
と
活
力
再
生
の
鍵
に
な
る
と
認

識
し
て
ま
す

林
・
企
画
部
長

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
創
設
に
対
す
る
今

後
の
対
応
は

若
手
職
員
が
中
心
と
な
り
、
制
度
の
導
入
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
ま
す

　

本
市
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
年
間
３
万
件
超
の

寄
附
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
寄
附
者
の
方
々
が
登
録
い

た
だ
く
こ
と
で
本
市
の
関
係
人
口
の
増
加
が
期
待
で

き
ま
す
。
今
後
、
国
の
制
度
内
容
が
明
ら
か
に
な
り

次
第
、
関
係
各
部
署
が
連
携
し
、
具
体
的
な
準
備
や

対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
実
績
は

令
和
７
年
８
月
24
日
ま
で
に
延
べ
17
社
か
ら
総
額

３
７
０
２
万
円
で
す

林
・
企
画
部
長

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
は

県
内
３
社
・
県
外
１
社
の
計
４
社
の
金
融
関
連
会

社
と
業
務
提
携
し
寄
附
金
を
募
集

　

現
在
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
寄
附
募
集
の
周

知
を
行
っ
て
ま
す
。
今
後
は
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
業

務
提
携
の
金
融
関
連
会
社
と
共
に
さ
ら
に
職
員
が
独

自
に
企
業
訪
問
し
、
本
市
の
魅
力
と
制
度
の
意
義
を

Ｐ
Ｒ
し
、
寄
附
金
額
・
件
数
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

▲ふるさとマルシェが
　開催される
 「もとフェす」

▲もとフェすの情報は
　こちらから

A1Q1A2 Q2A1Q1A2Q2

A1Q1

A1Q1A1Q1A2 Q2 A2Q2A3Q3A4Q4A5 Q5

A1 Q1
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●一般質問●

Q
市
民
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
今
後
に
つ
い
て

Q
児
童
生
徒
の
英
語
力
向
上
に
つ
い
て

Q
行
政
の 

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
に
つ
い
て

Q
災
害
時
の
コ
ン
テ
ナ
レ
ス
キ
ュ
ー
ホ
テ
ル
活
用
に
つ
い
て

Q
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て 今

枝
和
子

（
公
明
党
）

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
英
語
は
単
な
る
他
国
の
言
語
と

い
う
存
在
で
は
な
く
、
そ
の
ス
キ
ル
は
未
来
の
可
能

性
を
広
げ
る
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
国
で
は
中

学
卒
業
段
階
に
英
語
検
定
３
級
レ
ベ
ル
相
当
以
上
の

英
語
力
を
有
す
る
生
徒
数
の
割
合
を
６
割
以
上
と
す

る
目
標
を
掲
げ
て
ま
す
。

市
中
学
生
の
英
検
受
験
率
と
３
級
レ
ベ
ル
相
当
以

上
の
生
徒
の
割
合
は

英
検
受
験
率
約
25
％
、
３
級
レ
ベ
ル
相
当
以
上
の

生
徒
数
は
48
％
で
す

川
治
・
教
育
長

英
語
力
向
上
へ
の
環
境
づ
く
り
は

英
検
準
会
場
を
教
育
委
員
会
で
設
定
。
学
び
た
い

子
が
学
べ
る
「
英
語
楽
校
」
を
開
催
し
ま
す

設
置
に
向
け
た
現
在
の
進
捗
状
況
は

設
置
事
業
者
か
ら
市
に
申
請
手
続
き
が
提
出
さ

れ
、
今
後
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

　

市
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
と
自
治
会
に
よ
る
屋
外

設
置
費
助
成
に
つ
い
て
の
見
解
は

屋
外
設
置
場
所
の
適
切
な
選
定
や
、
速
や
か
に
使

用
で
き
る
体
制
の
充
実
を
呼
び
か
け
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

　

自
治
会
へ
は
、
補
助
率
２
分
の
１
で
20
万
円
を
限
度

額
と
し
て
助
成
し
て
お
り
、
屋
外
設
置
の
た
め
の
収

納
Ｂ
Ｏ
Ｘ
も
補
助
の
対
象
で
す
。

髙
橋
勇
樹

　

「
糸
貫
川
プ
ー
ル
」
「
糸
貫
川
ス
タ
ジ
ア
ム
」
「
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
」
「
糸
貫
川
多
目
的
広
場
」
「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
等
広
場
」
か
ら
な
る
複
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

「
本
巣
市
民
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
」
に
対
し
て
、
市
民

か
ら
は
施
設
の
改
善
や
プ
ー
ル
再
開
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
ま
す
。

糸
貫
川
プ
ー
ル
再
開
の
検
討
状
況
と
再
開
が
困
難

な
場
合
の
代
替
案
を
含
め
た
今
後
の
考
え
は

再
開
ま
た
は
解
体
を
直
ち
に
着
手
す
る
こ
と
は
困

難
な
状
況
で
す

髙
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

再
開
に
向
け
て
は
、
安
全
基
準
の
確
認
や
老
朽
化
し

た
設
備
の
改
修
に
必
要
な
費
用
等
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
想
定
さ
れ
る
改
修
費

用
は
非
常
に
高
額
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
ま
す
。

ま
た
、
施
設
を
解
体
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
相
当

な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
す

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
全
体
の
再
整
備
・
利
活
用
に
関

す
る
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は

効
果
的
な
整
備
の
方
向
性
を
導
き
出
し
ま
す

　

施
設
全
体
の
再
整
備
や
利
活
用
に
つ
い
て
、
市
民
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
市
内
の
社
会
体
育
施
設

の
在
り
方
も
視
野
に
入
れ
て
総
合
的
に
検
討
し
ま

す
。
施
設
整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
の
財
源
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
多
様
な
財
源
確
保
の
手
法
に
つ
い

て
も
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

※
他
に
「
外
山
小
学
校
に
つ
い
て
」
と
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に

　

つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。

髙
田
浩
視

（
本
巣
自
由
の
会
）

Q
農
業
に
被
害
を
与
え
て
い
る
害
虫
害
獣
の
現
状
と

早
期
の
対
策
に
つ
い
て

現
状
把
握
し
て
い
る
状
況
と
今
後
の
予
想
は

カ
メ
ム
シ
が
繁
殖
し
や
す
い
状
況
で
す

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

耕
作
放
棄
地
の
管
理
指
導
を
強
め
る
必
要
は

遊
休
農
地
に
至
っ
た
原
因
に
適
し
た
対
策
を
助
言

し
て
い
き
ま
す

自
治
会
か
ら
の
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
提
出
を
推
進
し
ま
す

村
澤
・
総
務
部
長

子
育
て
に
関
す
る
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は

ス
ム
ー
ズ
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
し
ま
す

林
・
健
康
福
祉
部
長

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
の
位
置
付

け
は

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
と
し
て
位

置
付
け
て
ま
す

林
・
企
画
部
長

※
そ
の
他
に
「
高
齢
者
福
祉
と
金
融
機
関
の
連
携
に
つ
い
て
」
を
質

　

問
し
ま
し
た
。

用語解説

①
市
民
な
ど
の
お
客
さ
ん
に
直
接
対
応
す
る
、
窓
口
や
そ
の

部
署
の
こ
と

①

A1 Q1A2 Q2

A1Q1A2Q2A1Q1A2Q2A3 Q3

A1 Q1A1Q1A1 Q1 A2Q2
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●一般質問●

Q
子
ど
も
た
ち
の
通
学
に
お
け
る
暑
さ
対
策
は

Q
民
俗
資
料
館
の
統
合
に
つ
い
て

Q
広
域
観
光
・
本
市
の
観
光
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

Q
木
造
住
宅
の
耐
震
支
援
に
つ
い
て

鍔
本
規
之

Q
公
共
施
設
の
将
来
設
計
と
、
東
海
環
状
自
動
車
道

開
通
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

未
利
用
施
設
の
解
体
と
、
そ
の
後
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
計
画
は

旧
糸
貫
分
庁
舎
以
外
の
具
体
的
な
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
速
や
か
な
対
応
に
努
め
ま
す村

澤
・
総
務
部
長

東
海
環
状
自
動
車
道
開
通
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
は

開
通
が
本
市
の
未
来
へ
の
飛
躍
に
向
け
た
、
力
強

い
追
い
風
に
な
る
も
の
と
期
待
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

こ
の
好
機
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
、
令
和
７
年
度

か
ら
令
和
９
年
度
に
か
け
て
改
定
す
る
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
今
後
10
年
先
を
見
据

え
た
土
地
利
用
の
方
向
性
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

そ
し
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
新
た
な
企
業
誘

致
、
市
街
地
の
活
性
化
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
を
盛

り
込
み
ま
す
。

　

も
と
ま
る
パ
ー
ク
周
辺
の
地
域
を
「
セ
ン
ト
ラ
ル

ゾ
ー
ン
」
に
設
定
し
、
そ
こ
に
来
な
け
れ
ば
得
ら
れ

な
い
よ
う
な
特
別
な
感
動
が
得
ら
れ
る
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
体
験
施
設
や
、
交
流
拠
点
と
な
る
多
目

的
型
の
観
光
施
設
な
ど
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
や
産
業
振
興
、
基
盤
整
備
を
し
っ
か
り

行
う
こ
と
で
、
福
祉
や
教
育
な
ど
が
よ
り
充
実
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
に
注
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
村
志
信

　

本
巣
Ｉ
Ｃ
の
開
通
は
、
関
西
方
面
か
ら
の
新
た
な
観

光
客
が
期
待
で
き
ま
す
。
冠
山
ト
ン
ネ
ル
の
効
果
を

含
め
、
新
た
な
広
域
観
光
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま

す
。関

西
方
面
を
意
識
し
た
観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み

の
計
画
は

自
然
・
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し
ま
す

瀬
川
・
産
業
経
済
部
長

　

本
巣
Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
て
の
観
光
客
を
増
や
す
た
め
、

高
速
道
路
の
沿
線
市
町
を
巻
き
込
ん
だ
広
域
観
光
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
関
西
方
面
の
旅
行
代
理
店
や
メ

デ
ィ
ア
と
の
連
携
を
強
化
し
、
積
極
的
な
情
報
発
信

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

猛
暑
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
熱
中
症
の
恐
怖
の
も
と

で
登
下
校
を
強
い
ら
れ
て
ま
す
。
市
営
バ
ス
や
公
用

車
の
活
用
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

「
子
ど
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
設
置

を
検
討
し
て
は

緊
急
避
暑
場
所
と
し
て
公
民
館
や
郵
便
局
な
ど
に

協
力
を
お
願
い
し
て
ま
す

髙
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

児
童
が
安
心
し
て
休
息
で
き
る
環
境
の
整
備
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
シ
ェ
ル
タ
ー
の
更

な
る
整
備
や
周
知
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
に
通
学
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

臼
井
悦
子

現
在
の
資
料
館
の
実
態
は

一
般
市
民
の
利
用
は
少
な
く
、
資
料
館
本
来
の
役

割
を
十
分
果
た
せ
て
な
い
状
況
で
す

髙
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

現
在
、
真
正
民
俗
資
料
館
は
閉
館
で
、
他
の
３
か
所

で
運
営
を
継
続
し
て
ま
す
。

他
の
資
料
館
の
維
持
管
理
状
況
は

築
40
年
以
上
で
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
ま
す

今
後
の
対
策
は

資
料
館
統
合
の
整
備
、
検
討
を
進
め
て
ま
す

　

旧
根
尾
小
学
校
を
有
力
な
候
補
地
と
し
、
他
の
候
補

地
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

耐
震
に
対
す
る
、
市
の
支
援
の
現
状
は

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事
業
と
改
修
工
事
費
補
助

事
業
で
す

高
橋
・
都
市
建
設
部
長

支
援
を
要
望
す
る
家
屋
の
実
態
は

対
象
と
な
る
住
宅
は
２
千
3
0
0
戸
、
全
体
の

20
％

　

今
後
の
支
援
対
策
は

部
分
改
修
補
助
や
改
修
融

資
利
子
補
助
な
ど
、
事
業

の
拡
充
も
検
討
し
ま
す

▲本巣民俗資料館

A1 Q1A1 Q1

A1 Q1A1 Q1A2 Q2A3 Q3 A2 Q2A3 Q3

A1 Q1A2 Q2
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●一般質問●

Q
こ
ど
も
の
権
利
条
例
11
条
に
つ
い
て

Q
市
の
財
政
に
つ
い
て

Q
市
民
の
※
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
つ
い
て

Q
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
に
つ
い
て

Q
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

Q
こ
ど
も
の
預
か
り
に
つ
い
て

Q
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
決
定
支
給
量
に
つ

い
て

髙
橋
知
子

　

財
政
健
全
性
を
保
ち
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

や
投
資
的
事
業
拡
大
の
た
め
に
、
ど
こ
ま
で
積
極
的

な
財
政
運
営
が
可
能
と
考
え
て
い
る
か
。

現
状
の
余
力
と
限
界
は

厳
し
い
状
況
だ
が
、
必
要
な
財
源
確
保
に
努
め
職

員
全
員
で
知
恵
を
出
し
合
い
健
全
性
を
維
持藤原

・
市
長

　
※
お
金
を
正
し
く
理
解
し
賢
く
使
う
力
の
こ
と

市
民
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
へ
の
考
え
は

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
対
策
の
出
前
講
座
を
活
用

村
澤
・
総
務
部
長

子
ど
も
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
つ
い
て
、
現

状
と
今
後
の
方
針
は

外
部
講
師
を
招
へ
い
す
る
な
ど
日
常
的
な
事
例
を

交
え
た
学
習
機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す

川
治
・
教
育
長

幼
児
園
バ
ス
や
市
営
バ
ス
を
利
用
し
て
は

幼
児
園
バ
ス
は
条
件
が
合
え
ば
活
用
も
可
能

髙
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

未
満
児
保
育
、
誰
で
も
通
園
制
度
、
留
守
家
庭
教

室
、
外
部
で
フ
ァ
ミ
サ
ポ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

各
預
か
り
事
業
の
現
状
と
課
題
は

保
育
士
の
確
保
お
よ
び
定
着
が
重
要
な
課
題

髙
木
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

実
情
を
把
握
し
、
市
内
幼
児
園
で
の
一
時
預
か
り
事

業
の
実
施
も
含
め
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

吉
村
知
浩

　

11
条
で
『
市
は
、
こ
ど
も
の
権
利
の
侵
害
（
虐
待
、

体
罰
、
い
じ
め
等
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
不
利
益
を

受
け
た
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
は
、
迅
速
か
つ
適
切

な
救
済
を
組
織
的
に
行
い
、
そ
の
権
利
回
復
に
努
め

る
も
の
と
す
る
』
と
あ
り
ま
す
。

「
迅
速
か
つ
適
切
な
救
済
」
と
は

「
そ
の
日
の
う
ち
に
解
決
に
向
け
て
動
き
出
す
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
各
学
校
に
徹
底
し
て
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

法
制
度
な
ど
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
解
決
に

向
け
て
の
方
針
を
い
ち
早
く
定
め
、
子
ど
も
の
命
や

心
、
尊
厳
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
対
応
し
て
ま
す
。

実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
体
制
強
化
に
つ
い
て

「
救
済
・
支
援
体
制
」
「
子
供
自
身
が
参
画
す
る

仕
組
み
」
の
構
築

　

子
ど
も
が
「
救
済
さ
れ
る
存
在
」
と
し
て
だ
け
で
な

く
「
社
会
を
と
も
に
つ
く
る
一
員
」
と
位
置
づ
け
仕

組
み
を
拡
充
し
ま
す
。

市
の
現
状
は

標
準
的
な
決
定
支
給
量
は
10
日
で
す林

・
健
康
福
祉
部
長

他
団
体
と
の
比
較
、
保
護
者
の
意
見
の
把
握
は

本
市
の
10
日
は
比
較
的
下
位
、
増
加
を
求
め
る
声

が
寄
せ
ら
れ
て
ま
す

今
後
の
増
加
の
考
え
は

今
後
、
決
定
支
給
量
の
増
加
を
前
向
き
に
検
討
し

ま
す

飯
尾
龍
也

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

Ｄ
Ｂ
Ｓ
と
は
、
「
性
犯
罪
証
明
管
理
及
び
発
行
シ

ス
テ
ム
」
の
略
称
で
す

川
治
・
教
育
長

　

教
育
や
保
育
、
福
祉
、
医
療
な
ど
で
、
性
犯
罪
歴
の

あ
る
人
が
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事
に
就
く
こ
と
の
な

い
よ
う
、
事
前
に
確
認
し
、
子
ど
も
を
性
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

「
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
（
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
法
）
」

が
令
和
６
年
６
月
に
可
決
・
成
立
し
、
令
和
８
年
12

月
25
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

性
暴
力
か
ら
子
ど
も
を
守
る
こ
と
の
具
体
的
な
方

策
は

年
度
初
め
の
４
月
に
市
内
全
学
校
に
お
い
て
研
修

を
実
施
し
ま
し
た

　

「
わ
い
せ
つ
行
為
の
未
然
防
止
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

研
修
や
市
内
全
園
・
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
施
設

な
ど
の
特
に
ト
イ
レ
や
更
衣
室
、
死
角
と
な
り
や
す

い
場
所
の
一
斉
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
教

職
員
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も

対
策
を
講
じ
、
教
室
内
へ
の
持
ち
込
み
を
禁
止
し
、

使
用
に
関
し
て
の
ル
ー
ル
を
策
定
・
周
知
し
ま
し

た
。
性
の
多
様
性
を
鑑
み
異
性
へ
の
被
害
だ
け
で
は

な
く
、
同
性
へ
の
被
害
も
想
定
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
と
考
え
て
ま
す
。

※
そ
の
他
に
「
学
校
の
水
泳
授
業
に
つ
い
て
」
と
「
複
数
団
体
に
よ

　

る
公
共
施
設
の
集
約
化
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

A1 Q1A2 Q2

A1 Q1A2 Q2A1 Q1A2 Q2A3 Q3

A1Q1A1Q1A1Q1A1Q1 A2 Q2
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議会だより編集特別委員会
旧　◎寺町　茂　〇飯尾龍也　髙橋時男　髙橋知子　吉村知浩

新　◎髙橋知子　〇髙橋勇樹　瀬川照司　翠　昭博　坂下裕久

●特集●

あなたのまちを動かす力～市議会と議員の仕事を知ろう～
　令和７年９月２１日に本巣市議会議員選挙が行われ、新たに決まった１６名の議員により、本巣
市の未来をつくるための新たなスタートが切られました。そこで今回は、市民の皆さんにもっ
と市議会や議員の役割を身近に感じてもらえるよう、市議会や議員の仕事を特集します。

　私たち議員は、市民が安心して暮らせるまちづくりの担い手であり、皆さんの
声を市政に反映させる入り口です。ぜひ市議会の活動に関心を持ち、意見を伝
え、市政に参加してください。市議会は皆さんの“声”を大切にします。

　市議会は、本巣市のまちづくりについて話し合い、市の方針を最終決定する機関です。
●市議会の役割

　議員の最も大切な仕事で、市のお金の使い道や、市
のルール（条例）を議会で話し合い、賛成や反対の意
見を出して市の大切な方針を決めます。

●議員の主な仕事
①話し合って決めること（議決権）

　市長や行政の仕事が法令や市民の期待に沿って適
切に行われているかをチェックします。必要な場合は
報告を求めたり質問したりして、市政の透明性を保ち
ます。

②市の仕事をチェックすること（監視権）

　議会の中で市民や地域の要望を紹介し、市政などに
対する意見を伝えます。

④市民の声を届けること（意見表明権）

　議員自身が市民のためになる新しい取り組みを考
え、議案として提出することができます。

③新しいアイデアを提案すること（議案提出権）

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる
◆令和7年11月20日（木）（予定）
定例会の詳細確定後ホームページに掲載します。議会のホームページは左からアクセスできます。

右のQRコードからアンケートへのご協力をお願いします。
議会だよりへの意見を募集します！

市民

選ぶ選ぶ

意見を伝える

市民の
声を聞く

市民のために
仕事をする

市の仕事や予算、
ルールを提案する

①市の仕事や予算、
　ルールを決める
③市民のために新しい
　取り組みを提案する
④市民や地域の意見を
　伝える

②市の
仕事を

チェック
する

議員 市長

選挙

フォームはこちら
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